
English Presentation OUTLINE の書き方 

下記のファイルに書いてある日本文を消し、自分のアウトラインを書く。 

その際の書式は消さないように注意する。 

 

①所属は右上に。MS明朝 12pt. 

 

②＜Outline＞はこのまま消さない 

 

③Main Topic ： ＭＳ明朝 12pt 

 

④Main Topic選択理由＆自分の立場 ←このタイトルは消さない 

  ここの説明文は MS明朝 10pt 

  必ず賛成なのか反対なのか明記する。 

  参考文献や資料、URLは【資料】の後に書く。MS明朝 10pt 

 

⑤根拠１(自分の立場を支える根拠)  ←このタイトルは消さない 

ここの説明文は MS明朝 10pt 

  参考文献や資料、URLは【資料】の後に書く。MS明朝 10pt 

 

⑥書き終えたら、最後に「以上」と記載する。 

 １行、右詰め、MS明朝 10pt 

 

※ 見本は赤字で示してあるが、黒字に戻して提出する。 

※ ファイル名は下記の通りにする。 

  outline2017_III-H_Meiji Taro.doc 赤字のところに自分の所属学年クラス、氏名を入れる。 

 

参考 評価はつぎの通りにする。 

完成度：書式をきちんと守っているか / 参照・参考文献はついているか 

独自性：借りものではなく、自分の視点で・考えで展開されているか・ 魅力的で興味深いテーマか 

論理性：他人にも分かるように、結論に至までの根拠が資料等で示され、論理的に展開 されているか 

具体性：概念（考え）をただ並べるのではなく、データ、図、写真を用いてまとめたり、 

      時代・場所・定義別に並べるなど、分かりやすい工夫がしてあるか 

知識の正確さ：テーマや自分の主張に関する知識を正しく理解しているか・他人の意見と自分の意見を区別し

て述べているか 

  



Ⅲ年●組●番 氏名（漢字） 

<Outline> 

Main Topic ：死刑制度は廃止するべきか 

 

Main Topic選択理由＆自分の立場 

近年、世界の先進国は死刑を廃止する動きがあるのに対して日本はこれを存置している。 

国によって死刑になる罪や執行される死刑の数はバラバラである。 

何年か前にニュースで、「～死刑囚の死刑は明日の～時に執行される予定です。」と報道していたのを聞いて、とて

も違和感を覚えたことが印象に残っていたことなどからこのトピックを選ぶことにした。 

私は死刑に反対する。 

【資料】『ヒットラーでも死刑にしないの？』(出版社名) 

 

根拠１(自分の立場を支える根拠) 

EU を中心とする多くの先進国が死刑を廃止する動きにある。ギロチンの発祥の国であるフランスでさえ 1981

年に死刑廃止に踏み切った。当時のフランス国内の世論では 6 割以上が死刑存置派だったが死刑を廃止した 25 年

後の 2006 年の世論調査では半数以上が死刑復活に反対（死刑廃止派）だった。また、死刑がある限り何の関係も

ない誰かが人の命を奪わなければならないことも問題だ。そもそも人に人の命を奪う権利があるのか、甚だ疑問だ。

そして、はたして死刑が本当に極刑なのか、と強く疑問に思う。場合によっては死んだ方が楽なこともあるのでは

ないか。罪は生きてこそ悔い、償うことができるのではないか。 

【資料】基本的法制度に関する世論調査 URL (検索した日付) 

 

 

根拠 2(自分の立場に対する反論) 

死刑には大きな犯罪抑止効果がある。一つの、それも罪人の命で地域の治安を守れるのならそれは最大多数の最

大幸福を唱える功利主義的にも正しいと考えられる。また遺族の無念を晴らすことができるのは死刑制度を持った

国家だけである。経済的に考えて、囚人を死刑にせず終生拘置するとなるとコストがかかり、そこに税金をつぎ込

むのは無駄である。 

【資料】『死刑廃止と死刑存置の考察』(出版社名)  

 

根拠 3(反論に対する反論) 

 死刑制度の犯罪抑止力についてだが、死刑を廃止した国または地域の犯罪率の推移のデータを複数調べたところ、

犯罪率が増加したというデータもあれば逆にカナダでは減少したというデータもあった。そもそも犯罪率が変動す

る理由は死刑以外にも経済や出来事など非常に多く考えられるので、データから死刑と犯罪率の関係性を導き、死

刑の犯罪抑止効果を証明するのは困難だと考える。従って死刑に犯罪抑止効果を期待するのは筋違いだろう。 

 次に、遺族の無念についてだが、そもそも刑罰は誰のためにあるのか考えるべきだ。もちろん罪人に対してだ。

遺族の無念は非常に理解でき、殺意が芽生えるのも無理もないと思うが、その殺意が合法的に死刑という形で叶え

られるのは好ましくないと考える。感情的な人間を理性的に保つものこそが法だ。 

【資料】基本的法制度に関する世論調査 URL (検索した日付) 

 

以 上 


